
発表事項：東南アジアにおける国際歯科医療貢献実地体験学習の取り組み 

 
岡山大学歯学部卒業生の中に，広島市を拠点として東南アジアで歯科医療ボランティア

として活躍する JAVDO（http://www.javdo.org/）の岡山支部員として，ベトナムにおける

口腔保険指導と緊急的歯科医療を実践している歯科医師がいる。彼らは，ストリートチル

ドレンの支援をしている組織「タオダン」（ホーチミン市に設置）や障害者施設などにおい

て，無料の歯科治療や口腔保健指導を行うことで，ベトナム社会からはじき出された子供

たちや心身衰弱した子供たちの自立支援を行っている。 
岡山大学では，岡山大学ベトナム拠点事務所が開設され東南アジアで活躍する拠点がで

きたことによって，東南アジアでの国際貢献活動を行いやすくなった。歯学部においては，

国際貢献歯学という授業科目が設置されており，岡山を拠点に国際的に活動している

AMDA の菅波理事長が非常勤講師として長年，教鞭を執っている。さらに，一部の歯学部

生は ODAPAS プログラムによって短期の海外留学を経験する。すなわち，岡山大学歯学部

内には，将来，国際的な視野をもった歯科医師を育成する教育環境が整備されつつある。 
本年，昨年に引き続き，JAVDO の国際活動，とりわけベトナムにおける国際歯科医療

ボランティア活動に対して，国際歯科医療貢献の教育的配慮も鑑みて岡山大学歯学部生の

積極的な参加を促す試みに対して，学長裁量経費（岡山大学教育研究プロジェクト，代表：

大学院医歯薬学総合研究科・教授・高柴正悟）による支援を受けることとなった（第一陣

として，本年 9 月 13 日から約 1 週間ベトナムにて活動予定）。このことは，岡山大学の東

南アジアにおける国際貢献活動を活性化するとともに，それを担う後進を育成することに

繋がると期待される。 
 

参考 URL: http://www.dent.okayama-u.ac.jp/gakubu/stakashi/Top_List/2007_Vietnam_Project.pdf 















様式１ 
平成１９年度 学長裁量経費・教育研究プロジェクト等成果報告書 

 
部局等名:   歯学部      

職 名 教授 氏名（代表者） 高柴正悟 配 分 額 2,000 千円 

区 分 
 (○を付す) １.教育研究プロジェクト経費 ２.地域貢献支援事業費 ３.大学改革推進経費 ④.国際交流等経費 

 プログラム 
 名 称 等 

東南アジアにおける国際歯科医療貢献実地体験学習 

Ａ 
 
当 
初 
計 
画 
の 
概 
要 

種々の点で存在した国際歯科医療貢献の教育機

会を，線で有機的に結んだ実践的な教育システムと

して仕上げることを計画した。 

1. 実践セミナーの開催（菅波非常勤講師と中條OB
を含む） 
・受講した歯学部生から適性がある者を選出 
・歯科医療を国際医療ボランティアに定着させる

方策の検討（教員間での意見交流） 

2. 同窓生（中條OB）による事前の演習 
・心構えと技術的な指導 

3. 教員とともにボランティア組織の活動に参加（ベト
ナムでのJAVDOの活動へ参加） 
・実地体験学習 
・レポートにまとめる 

4. 今後の課外学習制度としての定着への方策 
・単位認定等の配慮方法の検討 

5. 岡山大学の将来戦略への応用 
・岡山大学ベトナム拠点事務所の活用方法の検

討 
・岡山大学の東南アジアでの活動を活性化のた

めの後進を育成方法の検討 
・東南アジアからの学生（学部・研究科希望者）と

の交流 

 

ａ 
 
当 
初 
計 
画 
に 
対 
す 
る 
達 
成 
度 

種々の点で存在した国際歯科医療貢献の教育機会

を，線で有機的に結んだ実践的な教育システムとしよ

うとした。 

1. 実践セミナーの開催（菅波非常勤講師と中條OBを
含む）できた 
・適性がある学生を選出できた 
・歯科医療を国際医療ボランティアに定着させる方

策の検討を教員間で行った 

2. 同窓生（中條OB）による事前の演習を受けた 
・心構えと技術的な指導を受けた 

3. 教員とともにベトナムでのJAVDOの活動へ参加した 
・実地体験学習を行った 
・レポートにまとめさせた（JAVDOにも提出：歯学部の
ホームページにも掲載） 

4. 今後の課外学習制度としての定着への方策を検討
する材料を学部教務委員長に提出した 
・単位認定等の配慮方法の案を提出した 

5. 岡山大学の将来戦略への応用を考えた 
・岡山大学ベトナム拠点事務所の活用はタイミング

が悪く，本学事務局の担当者との意見交流にとど

まった。 
・岡山大学の東南アジアでの活動を活性化のため

の後進を育成の足がかりを得た 
・東南アジアからの学生（学部・研究科希望者）との

交流を行い，希望者の存在を確認し，岡山大学

の連絡先を知らせた。 

今後は継続的な教育制度として定着させることを考え

る必要がある。なお，中條OBの今後の協力を得ることに
関しては了承を得ている。 

Ｂ 
 
期 
待 
さ 
れ 
る 
成 
果 

岡山大学ベトナム拠点事務所の活用によって岡山大学の東南アジアでの活動を活性化するとともに，それを担

う後進を育成することになる。また，東南アジアからの学生（学部・研究科）の勧誘にも繋がる。 

この活動は，中期目標・計画の国際水準の教育および社会と関連する教育に該当する。さらに，少人数の高度

専門教育に該当する。総合的には，国際交流の活性化に相当する。 

この活動の報告書を，以下の歯学部ホームページ上に公開した（下記は印刷用の45.4MBファイル；閲覧用は
…Project_s.pdfである）。したがって，他の学生および教職員に興味を抱かせて，今後の活動の活性化が期待さ
れる。（http://www.dent.okayama-u.ac.jp/gakubu/stakashi/Top_List/2007_Vietnam_Project.pdf） 

 



ｃ 
教育・研 
究上の成 
果（実績） 

本プロジェクトが学長に採択される前から，2007 年 8 月には学部生を JAVDO 岡山支部のベトナムでの
活動に参加させる準備を開始し，同年 8月のお盆休暇を利用して 2名の歯学部 5年次生がベトナムでボラ
ンティアに参加した。この内容の一部を，2008年 2月に発行された OU Voice に学生の一人が記述してい
る。さらに，この 5 年次生の活躍を伝え聞いて，本プロジェクトへの参加者を募ったところ，臨床講義が集中
している 4 年次生から 5 名，臨床実習中の 5 年次生から 2 名，そして臨床実習が終了間際で国家試験前
の 6年次生から 2 名が応募してきた。さらには，卒後研修中の研修医が 2名と大学院生が 1 名ほど希望し
ているとのことであった。ベトナムでの行動の機敏性や安全性を考えて参加者を絞り込んだのであるが，学
業や研修への影響，クラスでの雰囲気への影響，現場での安全性，さらには保護者からの同意等を考慮し
て，最終的には，4年次生が 2名，6年次生が 2名，そして大学院生が 1名の参加者を設定した。 
一方，国際医療ボランティアに関する認識を統一するために，中條先生はもちろんのこと，前述の

AMDA の菅波茂先生に加えて衛生学の土居弘幸教授にも参加していただいて，「国際医療貢献と大学院
GP」の連携を考える小シンポジウムを開催した。歯学部に関連する教職員および学生が集まり，国際医療
貢献の在り方を考えた。特に，ボランティア活動を受ける人たちにとって押しつけとならない必然性の考え
方と，それを実践に移すための心構えと実生活を充実させておくことの大切さに関して，意見を交換した。
さらには， JAVDO を含めて歯科医療からの国際医療貢献をどのように発展させるか，AMDA の活動との
連携も含めて検討していくことが同意できた。私たち大学教員は，それをいかに教育へ取り入れるかも検討
課題としていただいた。 
ベトナムに到着すると，その夜の内に翌日の準備のために，JAVDO が保有する機器の整備と現地のボ

ランティアの方々との調整を行った。日本の NPO 法人が組織的に，ベトナム政府組織と協同しているだけ
のことはあり，組織的に行動できていた。翌日は孤児院での活動を行った。詳細は学生レポートに譲る。大
きな問題点として，4 年次生の学生が活動開始直後に針刺し事故を起こしたことがある。これは，医療現場
の実践的教育を受けていない段階の学生を同行させる弱点であった。出国前の事前教育および当日の注
意内容として，感染対策への配慮と自分の能力を越えた内容を行わないことを何度も繰り返してはいたが，
他者（孤児のみならず周囲の医療従事者）への気配りが大きすぎたのであった。日本ほどは医療記録が充
実していないので，対象の子どもの健康状況を詳しく知る由もなく，当該学生へは救急対応を行うのみで
あった。なお，帰国後は保健管理センター鹿田室でのフォローアップを受け，血液検査を継続している状
況である。2 日目は半日の活動でもあり，慣れたこともあり，現地の学生ボランティア（日本語教育を受けて
おり，日本の大学への進学志向があった）との交流を行った。そして，その午後は機器の整備と格納を行っ
た。参加した学生は，このような裏方の仕事にも参加して，準備の大切さと重要性を認識したものと思う。 
大学が国際医療ボランティアに関する教育を学部生に行う場合には，以下のことを考える。利点は，2つ

ある。①学生の志がさらに向上することである。②学生自身の目標を設定できる機会になることである。これ
らは，学生レポートから察することができる。欠点あるいは注意することは，2つある。①医療の実践を行って
いない段階では事故を起こしやすい。②継続的なボランティア活動ができるように記録の充実が必要であ
る。これらは，実体験に基づくものである。 

ｅ 
将来展望 

以上のことを考えていくと，学生主体の組織をつくり，卒業生のボランティア活動に参画するという体制を
構築することを提案したい。年度のサイクルを考慮すると，①春休みから 5 月連休頃にかけて参加者の募
集，②夏休みに準備とトレーニングおよび資料の整理を実施，③年度末の定期試験を終えた頃に現地で
のボランティア活動の実践，④春休みにまとめと次年度の準備，という行動サイクルが考えられる。学業へ
の負担を減少させたうえで，現地での活動の準備時間や安全性（季節的には乾期が望ましい）を考えたも
のである。 
今後は，今年度に本プロジェクトに参加した学生を中心に後輩を育成するという学生内の課外活動組織

を構築し。教職員と学外の同窓生の支援によって岡山大学における教育の特色としていきたい。さらには，
現地の学生との交流へと，そして卒後の社会人となっても交流できる国家間の橋渡しの育成へと，発展させ
たいと長期展望を持った。 

 ｆ 当初事業計画に対する実施状況、成果など事業全体の達成度 100 ％ 

 氏   名  所属・職名  役 割 分 担 

※ 高柴正悟 大学院医歯薬学総合研究科・教授 計画立案と研究科内調整（副研究科長として） 

滝川正春 大学院医歯薬学総合研究科・教授 学部内調整と学部代表（学部長として） 

北山滋雄 大学院医歯薬学総合研究科・教授 教務システム内の調整（教務委員長として） 

佐々木朗 大学院医歯薬学総合研究科・教授 AMDA と附属病院との調整（副病院長として） 

菅波 茂 歯学部非常勤講師（AMDA理事長） AMDAからの国際医療貢献の指導 

関係教員等 
代表者※印 

中條新次郎 歯学部 OB（２期生，JAVDO岡山支部） ベトナムでの歯科医療支援の実践 

区   分 予 算 額 執 行 額 差 額 備 考 

旅費・滞在費 300千円 281,130円  引率教員等の費用 

学生支援費 700千円 560,600円  学生渡航滞在費の援助（立ち上げ

期のみのもの） 

セミナー謝金等 200千円 17,633円  学外からの講師への謝金等 

医療支援器材一式 800千円 1,140,637円  支援用歯科材料等購入・運搬費 

経 費 の 
執行状況 
(配分予算 
額につい 
て記載) 

 計 2,000千円 2,000,000円 
 

0  

 




